
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
機関のクランク軸に駆動側ギアを介して連動連結されたタイマーギアと、燃料噴射ポンプ
のカム軸に連動連結されたタイマーハブと、前記タイマーギアの回転力を前記タイマーハ
ブに伝達する遠心ウエイトとを備え、前記タイマーギアに、その回転力を遠心ウエイトに
伝達するウエイトガイドが設けられた内燃機関の進角タイマーにおいて、前記駆動側ギア
からタイマーギアに大きなトルクがかかる前記燃料噴射ポンプの燃料圧送時に、前記ウエ
イトガイドのガイド方向の端部から前記遠心ウエイトに対してガイド方向とほぼ直交する
方向の力が作用するのを避けるようにして、前記駆動側ギアとタイマーギアとの噛合位置
を設定したことを特徴とする内燃機関の進角タイマー。
【請求項２】
機関のクランク軸に駆動側ギアを介して連動連結されたタイマーギアと、燃料噴射ポンプ
のカム軸に連動連結されたタイマーハブと、前記タイマーギアの回転力を前記タイマーハ
ブに伝達する遠心ウエイトとを備え、前記タイマーギアに、その回転力を遠心ウエイトに
伝達するウエイトガイドが設けられた内燃機関の進角タイマーにおいて、前記タイマーギ
アの歯切り溝の切り上げを、前記ウエイトガイドのウエイト摺動面と反対側の背面で行う
ようにしたことを特徴とする内燃機関の進角タイマー。
【請求項３】
前記遠心ウエイトを前記ウエイトガイド内に保持するための押さえ部材が設けられ、この
押さえ部材を前記ウエイトガイドに固定するための固定ボルトを、前記ウエイトガイドの
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ガイド方向の端部近傍に取り付けた請求項２記載の内燃機関の進角タイマー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、燃料噴射型の内燃機関において、機関の回転数に応じて燃料噴射ポンプの噴射
時期を変え、着火時期を適正にして機関の動作性能を向上させるための進角タイマーに関
する。
【０００２】
【従来の技術】
燃料噴射型の内燃機関に燃料を供給する噴射ポンプは、機関の回転力によって駆動されて
その機関の回転に同期して燃料を噴射するが、その噴射のタイミングを機関の回転数の上
昇に合わせて進角させる必要がある。このため、燃料噴射型の内燃機関においては、機関
のクランク軸と燃料噴射ポンプのカム軸との間に、これらクランク軸とカム軸の位相角を
変化させる進角タイマーが一般的に設けられている。進角タイマーとしては、遠心式の進
角タイマーが公知技術として広く用いられている。
【０００３】
図７乃至図９は、従来の遠心式進角タイマーの構造を示している。この進角タイマーは、
エンジンのクランク軸にアイドルギアを介して連動連結されたタイマーギア (１ )と、燃料
噴射ポンプのカム軸に連動連結されたタイマーハブ (２ )と、タイマーギア (１ )の回転力を
タイマーハブ (２ )に伝達する遠心ウエイト (３ )とを備えている。
【０００４】
タイマーギア (１ )は、外周面に歯 (４ )を有する円環状のギア本体 (５ )と、このギア本体 (
５ )に突設された一対のウエイトガイド (６ )(６ )とからなる。ギア本体 (５ )は、エンジン
のクランク軸側のアイドルギアに噛合している。ウエイトガイド (６ )(６ )は、その中央か
らガイド方向の両端部に近づくにつれて肉厚が小とされ、ウエイト摺動面であるガイド面
(８ )(８ )は互いに平行に対向配置され、またガイド面 (８ )(８ )と反対側の背面 (７ )(７ )は
歯切り溝 (９ )の溝底に沿って円弧状に湾曲している。
【０００５】
タイマーハブ (２ )は、所定の径の円筒部 (10)の両端面中央に、その径よりも小径の円筒部
(11)(12)が夫々一体的に形成された段付きの円筒構造をなしている。そして、一方の小径
円筒部 (11)の中央貫通穴 (13)に、燃料噴射ポンプのカム軸が挿嵌されることによって、タ
イマーハブ (２ )とカム軸とが連結される。また、中央の円筒部 (10)がタイマーギア (１ )の
開口部に内嵌され、これらタイマーハブ (２ )とタイマーギア (１ )とが相互に回転自在とさ
れている。
【０００６】
遠心ウエイト (３ )は、一対の略凸形のウエイト部材 (15)(15)からなり、これらウエイト部
材 (15)(15)は、その底面に形成された断面半円状の溝部をタイマーハブ (２ )の他方の小径
円筒部 (12)に合わせるようにして対向配置され、押さえ板 (17)によってウエイトガイド (
６ )(６ )間に保持されている。押さえ板 (17)は、タイマーハブ (２ )の小径円筒部 (12)に外
嵌されるとともに、固定ボルト (16)(16)…によってタイマーギア (１ )のウエイトガイド (
６ )(６ )に固定されている。
【０００７】
これらウエイト部材 (15)(15)は、タイマーギア (１ )のウエイトガイド (６ )(６ )のガイド面
(８ )(８ )に沿って回転中心に対して当接離間する方向に摺動自在に案内される。各ウエイ
ト部材 (15)(15)には、一対の座ぐり穴 (18)(18)…が形成され、また押さえ板 (17)の四隅に
は、バネ受け (19)(19)…が形成されており、これら座ぐり穴 (18)(18)…とバネ受け (19)(1
9)…との間にバネ (20)(20)…が介装されている。これにより、各ウエイト部材 (15)(15)は
、回転中心方向に常時付勢されている。
【０００８】
また、各ウエイト部材 (15)(15)のタイマーハブ (２ )と対向する面には、径方向に対して所
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定の角度をなす斜め溝 (21)(21)が夫々形成されており、これら斜め溝 (21)(21)にはタイマ
ーハブ (２ )側のドグユニット (22)(22)が夫々移動自在に挿嵌されている。
【０００９】
上記構成において、エンジンのクランク軸の回転によりタイマーギア (１ )が回転すると、
この回転力がウエイトガイド (６ )(６ )によって遠心ウエイト (３ )に伝達されて遠心ウエイ
ト (３ )が回転し、この遠心ウエイト (３ )の回転力がドグユニット (22)(22)を介してタイマ
ーハブ (２ )に伝達され、これによってタイマーハブ (２ )及びカム軸が回転して、エンジン
側の駆動力が燃料噴射ポンプ側に伝達されるようになっている。この駆動状態において、
遠心ウエイト (３ )は、ガイドウエイト (６ )(６ )のガイド面 (８ )(８ )に沿って遠心力とバネ
(20)(20)の付勢力とが釣り合う位置まで移動している。
【００１０】
そして、エンジンの回転数が上昇すると、遠心ウエイト (３ )の遠心力が増大するため、遠
心ウエイト (３ )はガイド面 (８ )(８ )に沿って回転中心からさらに遠ざかる方向に移動し、
これに伴ってドグユニット (22)(22)が斜め溝 (21)(21)の溝壁に押されて円周方向に位置ず
れし、これによってクランク軸側とカム軸側との間の位相角が変化して、エンジンの回転
数の上昇に合わせて燃料噴射ポンプの噴射時期が進角するようになっている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような進角タイマーにおいては、エンジンのクランク軸からの駆動トルクをウエイ
トガイド (６ )(６ )からタイマーウエイト (３ )に伝達するときに、各ウエイトガイド (６ )(
６ )におけるガイド方向の一方の薄肉端部 (30)(30)に夫々大きな応力がかかり、特に燃料
噴射ポンプにおける燃料圧送時にはカム軸を回転させるために大きな力が必要となるため
、それだけ駆動トルクも大きくなってウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)には過
大応力が発生していた。なお、図８に示す矢印はタイマーギア (１ )の回転方向を示してお
り、この回転方向が逆の場合には、他方の薄肉端部に夫々応力がかかる。
【００１２】
しかも、昨今、エンジンの高出力化や排気ガス規制の対策として、燃料噴射ポンプの燃料
噴射圧を高めて燃焼効率を向上することが要求されており、それに伴ってエンジンのクラ
ンク軸からの駆動トルクも大きくなる傾向にある。
【００１３】
このため、ウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)が変形したり、その根元部分に亀
裂が生じて破損するといった不具合が生じることがあった。そこで、タイマーギア (１ )を
強度的に強い材料で製造したり、或いはタイマーを大型化して応力に耐え得るようにする
ことが考えられるが、材料を変更した場合にはコストアップにつながり、またタイマーを
大型化した場合にはエンジン全体の大型化につながっていた。
【００１４】
本発明は、上記に鑑み、材料の変更や大型化を伴うことなくタイマーギアのウエイトガイ
ドの変形や破損を防止した耐久性に優れた進角タイマーの提供を目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明は、機関のクランク軸に駆動側ギアを介して連動連結さ
れたタイマーギアと、燃料噴射ポンプのカム軸に連動連結されたタイマーハブと、前記タ
イマーギアの回転力を前記タイマーハブに伝達する遠心ウエイトとを備え、前記タイマー
ギアに、その回転力を遠心ウエイトに伝達するウエイトガイドが設けられた内燃機関の進
角タイマーにおいて、前記駆動側ギアからタイマーギアに大きなトルクがかかる前記燃料
噴射ポンプの燃料圧送時に、前記ウエイトガイドのガイド方向の端部から前記遠心ウエイ
トに対してガイド方向とほぼ直交する方向の力が作用するのを避けるようにして、前記駆
動側ギアとタイマーギアとの噛合位置を設定したことを特徴としている。
【００１６】
ウエイトガイドの端部から遠心ウエイトに対してガイド方向とほぼ直交する方向の力が作
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用するときには、駆動ギアの力が端部にかかって端部の応力が大きくなり、特に燃料噴射
ポンプの燃料圧送時には最大となる。従って、この状態を避ければ、ウエイトガイド端部
にかかる応力を抑制することができ、ウエイトガイドの変形や破損を防止することができ
る。
【００１７】
このような力が作用するのは、遠心ウエイトのガイド方向の回転中心を通る直線付近で駆
動側ギアとタイマーギアとが噛み合っているときであり、従って具体的には、燃料圧送時
の駆動側ギアとタイマーギアとの噛合位置を、遠心ウエイトのガイド方向の回転中心を通
る直線付近から遠ざけるように設定している。
【００１８】
また、タイマーギアの歯切り溝の切り上げを、前記ウエイトガイドのウエイト摺動面と反
対側の背面で行うようにすることで、端部の肉厚を厚くして変形を抑制することができる
。また、ウエイトガイド自体の強度アップを図るために、押さえ部材を前記ウエイトガイ
ドに固定するための固定ボルトを、前記ウエイトガイドのガイド方向の端部近傍に取り付
けている。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発明の第１実施形態におけ
る進角タイマーのタイマーギアとアイドルギアとの噛合位置、図２は従来の進角タイマー
のタイマーギアとアイドルギアの噛合位置を示している。
【００２０】
本実施形態においては、進角タイマーの構造自体は従来のものと同様であって、エンジン
のクランク軸に連動連結された駆動側ギアすなわちアイドルギア (31)と進角タイマーのタ
イマーギア (１ )との噛合位置を工夫することによって、ウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端
部 (30)(30)にかかる応力を極力抑えるようにしている。なお、図において従来と同様の機
能を有する部分については同符号を付してある。
【００２１】
ウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)に大きな応力がかかるのは、エンジンのクラ
ンク軸の駆動トルクが大きくなる燃料噴射ポンプの燃料圧送時である。この燃料圧送時に
おいて、特にアイドルギア (31)とタイマーギア (１ )とが遠心ウエイト (３ )のガイド方向（
図の矢印 (32)で示す方向）の回転中心を通る直線付近（図の矢印 (33)で示す部分）で噛み
合っていると、アイドルギア (31)からタイマーギア (１ )にガイド方向とほぼ直交する方向
にトルクが伝わることになり、これによってウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)
から遠心ウエイト (３ )に対してガイド方向とほぼ直交する方向（図の矢印 (34)で示す方向
）に力が伝達される。すなわち、薄肉端部 (30)(30)から遠心ウエイト (３ )に最も効率良く
力が伝わり、薄肉端部 (30)(30)にかかる応力が最大となる。
【００２２】
なお、図１及び２に示す進角タイマーは、６気筒エンジンに対して設けられており、タイ
マーギア (１ )が１回転する間に燃料噴射ポンプの燃料圧送時期が６回あり、図においては
その６回の燃料圧送時における夫々噛合位置を示している。
【００２３】
従来においては、アイドルギア (31)とタイマーギア (１ )との噛合位置は、ウエイトガイド
(６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)にかかる応力を考慮することなく任意に設定されており、こ
のため図２に示すように燃料圧送時の噛合位置が上記した薄肉端部 (30)(30)に最大の応力
がかかる噛合位置の近傍にくることもあり、このような場合、薄肉端部 (30)(30)が変形、
破損することがあった。
【００２４】
これに対し、本実施形態においては、アイドルギア (31)とタイマーギア (１ )との噛合位置
を、燃料噴射ポンプの燃料圧送時に、ウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)から遠
心ウエイト (３ )に対してガイド方向とほぼ直交する方向の力が作用するのを避けるように
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設定している。すなわち、燃料圧送時の噛合位置を、上記した薄肉端部 (30)(30)に最大の
応力がかかる噛合位置（遠心ウエイト (３ )のガイド方向の回転中心を通る直線付近）から
遠ざけるように設定している。
【００２５】
これにより、燃料圧送時には、ウエイトガイド (６ )(６ )の薄肉端部 (30)(30)から遠心ウエ
イト (３ )への力の伝達効率が低下して、薄肉端部 (30)(30)にかかる応力を抑制し、薄肉端
部 (30)(30)の変形や破損を防止することができる。
【００２６】
図３乃至図６は、第２実施形態における進角タイマーの構造を示している。本実施形態に
おいては、ウエイトガイド (６ )(６ )の回転軸と直交する方向の肉厚を厚くして、歯切り溝
(９ )の切り上げをウエイトガイド (６ )(６ )の背面 (７ )(７ )で行うようにしている。そして
、ウエイトガイド (６ )(６ )の押さえ板 (17)側の端面 (40)(40)から歯切り溝 (９ )の切り上げ
端部 (41)までの間のウエイトガイド (６ )(６ )の背面 (７ )(７ )は、歯 (４ )の歯先面 (39)と面
一とされている。
【００２７】
また、ウエイトガイド (６ )(６ )の端面 (40)(40)には、押さえ板 (17)を固定するための固定
ボルト (16)(16)…が螺じ込まれている。従来においては、１つのウエイトガイド (６ )に対
して２本の固定ボルト (16)(16)を螺じ込んでいたのに対して、本実施形態においては、１
つのウエイトガイド (６ )に対して３本の固定ボルト (16)(16)…を螺じ込むようにしており
、さらに両端の固定ボルト (16)(16)を両側の薄肉端部 (30)(30)にできるだけ近づけるよう
にしている。
【００２８】
このように、ウエイトガイド (６ )(６ )の肉厚を増大しているので、ウエイトガイド (６ )(
６ )自体の強度が向上して、過大応力による薄肉端部 (30)(30)の変形、破損を防止するこ
とができる。しかも、押さえ板 (17)を固定するための固定ボルト (16)(16)を薄肉端部 (30)
(30)にできるだけ近づけるようにして取り付けているので、固定ボルト (16)(16)の締付力
が薄肉端部 (30)(30)に作用し、駆動トルクの力をウエイトガイド (６ )(６ )だけでなく押さ
え板 (17)側にも持たせることができるようになり、これにより薄肉端部 (30)(30)にかかる
過大応力を抑制し、薄肉端部 (30)(30)の変形、破損を防止して強度アップを図ることがで
きる。なお、固定ボルト (16)(16)が薄肉端部 (30)(30)から離れた位置にあると、固定ボル
ト (16)(16)の締付力が薄肉端部 (30)(30)にほとんど作用せず、このため駆動トルクの力を
ウエイトガイド (６ )(６ )でほとんど受けることになる。
【００２９】
本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、上記実施形態に多くの修正、変更
を加え得ることは勿論である。例えば、第１実施形態のアイドルギアとタイマーギアの噛
合位置の設定を、第２実施形態の進角タイマーに適用してもよい。この場合、ウエイトガ
イドの薄肉端部の強度のアップ及び薄肉端部にかかる応力の抑制の両方を効果的に実現で
き、薄肉端部の変形、破損を確実に防止することができる。
【００３０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によると、駆動側ギアからタイマーギアに大きな
トルクのかかる燃料噴射ポンプの燃料圧送時に、ウエイトガイドのガイド方向の端部から
遠心ウエイトに対してガイド方向とほぼ直交する方向の力が作用しないので、燃料圧送時
におけるウエイトガイドから遠心ウエイトへの力の伝達効率が低下して、ウエイトガイド
端部にかかる過大応力を抑制することができる。
【００３１】
このため、材料の変更や大型化を伴うことなく、極めて簡単な構成によって、ウエイトガ
イド端部が変形したり、端部の根元部分に亀裂が生じて破損するといった不具合を防止す
ることができ、エンジンの高出力化や排気ガス規制に伴う駆動トルクの増大に対しても強
度的に十分耐えることができる。
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【００３２】
また、タイマーギアの歯切り溝の切り上げをウエイトガイドの背面で行うようにして、ウ
エイトガイドの肉厚を増大させているので、ウエイトガイド自体の強度が増して、その端
部の変形、破損を防止することができる。
【００３３】
しかも、このウエイトガイド端部の近傍に、押さえ部材を固定するための固定ボルトを取
り付けるようにしているので、固定ボルトの締付力がウエイトガイド端部に作用し、駆動
トルクの力を押さえ板側でも負担できるようになり、これによりウエイトガイド端部にか
かる過大応力を抑制して、その端部のさらなる耐久性、向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一実施形態における進角タイマーのタイマーギアとアイドルギアとの
噛合位置を示す図である。
【図２】従来における進角タイマーのタイマーギアとアイドルギアとの噛合位置の一例を
示す図である。
【図３】第２実施形態における進角タイマーの分解斜視図である。
【図４】同じくその正面断面図である。
【図５】同じくその側断面図である。
【図６】タイマーギアの拡大斜視図である。
【図７】従来の進角タイマーの分解斜視図である。
【図８】同じくその正面断面図である。
【図９】同じくその側断面図である。
【符号の説明】
(１ )　タイマーギア
(２ )　タイマーハブ
(３ )　遠心ウエイト
(９ )　歯切り溝
(６ )(６ )　ウエイトガイド
(７ )(７ )　背面
(８ )(８ )　ウエイト摺動面
(16)(16)…　固定ボルト
(17)　押さえ部材
(30)　ウエイトガイド端部
(31)　アイドルギア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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